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１．はじめに

　林木育種センターでは、林木遺伝資源を持続的

に利用できるよう、様々な樹木を生育場所や施設

内等で保存する林木ジーンバンク事業に取り組

んでいます。

　樹木種子の長期保存は多様な林木遺伝資源を

確保するための重要な施設内保存法のひとつで

す。本稿では、日本の代表的な樹木のひとつで

あるブナの種子の長期保存技術について紹介し

ます。

２．ブナ種子の超低温保存

　多くの植物の種子は、乾燥した種子を－20℃な

どの冷凍温度で長期保存することができます。こ

れに対し、ブナの種子は乾燥種子を冷凍保存する

と保存中に発芽率が低下し、10年以上保存するこ

とができません。そこで私たちは、植物種子を含

む様々な生物の器官や細胞の長期保存に利用さ

れる液体窒素を用いた超低温保存法により、ブナ

種子の長期保存技術の開発に取り組みました。

　ブナ種子の超低温保存には種子乾燥法という

方法を用い、各含水率まで乾燥処理した種子の保

存前後の生存率を調べて保存の可否を検討しま

した。保存前の乾燥種子を播種し発根数を調べて

生存率を評価すると、含水率７～14％程度の種子

は乾燥処理前の新鮮種子と同様に64％以上の高

い生存率を示しました（図）。これに対し、含水率

が６％まで低下した乾燥種子の生存率は47％で

した。そして、乾燥処理後－170℃（気相式凍結保

存容器）で６ヶ月間超低温保存した保存種子の生

存率は、含水率が７～14％であった保存種子は

50％以上であり、含水率６％の保存種子は36％

と保存前の乾燥種子の生存率とおおよそ同程度

でした。これらの発根した種子は多くが本葉を展

開し、実生まで成長しました。また、含水率が 

26％程度であった新鮮種子を超低温保存すると、

保存後の生存率は12％でした。

　以上の結果から、ブナ種子は含水率を限られた

範囲に調整することで、高い生存率を維持して超

低温保存できることが明らかになりました。そこ

で、階層ベイズモデルによって各含水率における

超低温保存後の種子の生存率を推定し、保存に最

適な種子の含水率を調べました。すると、保存後

に高い生存率を維持できる含水率は９～12％で

あるということがわかりました。これらの含水率

は、ブナ種子を温度20℃、相対湿度60％の乾燥条

件下で種子重量が一定になるまで乾燥処理する

ことで得ることができます。

３．おわりに

　本研究では、ブナ種子の超低温保存技術を開発

しました。地球温暖化などの全球レベルでの環境

変動により、様々な林木遺伝資源が減少、滅失の

危機に瀕しています。これらの遺伝資源の確実な

長期保存がさらに重要になると考えられます。今

後も、現在は保存困難な樹木種子の長期保存技術

の開発に取り組みたいと考えています。

　ここで紹介した成果は、カナダの国際学術誌

Canadian Journal of Forest Researchで公表

しています。

（遺伝資源部　保存評価課　遠藤　圭太）

１．情報交換会の開催

　カラマツ優良種苗の普及を見据えた研究・技術

開発成果の発信、カラマツ育種に係る検討会等の

開催等を通じて、カラマツ育種等の研究の推進及

びその成果の普及を図ることを目的とし、平成29

年度にカラマツ育種技術連絡会を立ち上げまし

た。この連絡会の活動の一環として平成30年８月

８日から９日に岩手県立緑化センター（岩手県奥

州市）において情報交換会を開催し、優良種苗の生

産に重要な採種園の管理の在り方や着花促進等に

ついて情報交換を行いました。

　この情報交換会では、生物系特定産業技術研究

支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（う

ち地域戦略プロジェクト）」の「カラマツ種苗安定

供給に関する技術開発」で得られた最近の成果を

中心に、カラマツにおける着花促進や種子採取等

に関する知見や技術等について紹介するととも

に、緑化センター内に設定されている江刺カラマ

ツ採種園において現地検討会を行いました。この

情報交換会には林野庁、森林管理局、森林管理署、

道県、森林総研、林木育種センターから合計73名

が参加しました。

２．室内討議

　情報交換会の室内討議では、１）カラマツ材の需

要の拡大、それに伴う苗木不足など現在カラマツ

を取り巻く状況や採種園の重要性、２）カラマツ属

における結実年齢や結実周期、花芽分化、３）これ

までに国内外で行われてきた着果促進の取組、特

に、環状剥皮処理の具体的な方法と最適な処理時

期、採種園内でのローテーションによる効率的な

事業の実施、４）受光伐に伴う光環境の改善による

着花促進とその具体例（適切な光環境を維持する

ために受光伐を行うことによって、採種木数は減

るが、採種木あたりの着果量が増加するため、面積

あたりの球果生産量は増加する）、５）発芽可能な

充実した種子を効率的に得る上で重要となる採種

場所・時期の決定方法、６）採種園等において効率

的かつ安全に採種する方法として、高所作業車を

利用した採種の実例等について情報提供と質疑・

意見交換を行いました。

３．現地検討

　現地検討会では、岩手県林業技術センターの担

当者から、岩手県のカラマツ採種園の現況やこれ

までの採種園整備の経過、採種量の推移、育成管理

方法等について説明がなされました。採種園全体

を数ブロックに区分し、４～５年に１回の間隔で

断幹・整枝・剪定、施肥、環状剥皮処理を行っている

ことが紹介されました。参加者からは採種木の管

理方法（間伐、剪定、断幹）等について多くの質問・

意見が出され、活発な議論が行われました。今回の

情報交換会の開催に当たっては、岩手県林業技術

センターに多大なる御協力を頂き、成功裏の内に

情報交換会を終えることができました。この場を

借りて、感謝申し上げます。

（育種部　育種第一課　田村　明）
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写真１．室内での情報交換の様子

図．超低温保存したブナ種子の生存率

写真２．江刺採種園での現地検討会の様子

カラマツ育種情報交換会の開催について


